
特集 Major Articles

VR/AR/MR　
教育への
応用最前線
VR（Virtual Reality：仮想現実）、

AR（Augmented Reality：拡張現実）、

MR（Mixed Reality：複合現実）。

これらの言葉は、この１年で一般にも

広く知られるようになりました。

ゲームなどのエンターティンメント分野で

広がった VR は、観光、製造、小売りなどの

分野で発展し、医療や教育にも取り入れられ

始めていますし、簡単な映像ならば子どもでも

作成が可能になり、誰もが発信者になれる

状況に近づいています。AR、MR に関しては、

作成に高度な技術をともなうため

プロの関与が欠かせませんが、

そこにアイデアを提供することは

その道の専門家の仕事ともいえるでしょう。

今回の特集では、読者の皆さんに

かかわり深い医療と教育を中心に、

VR/AR/MR の現状と今後の展開を

専門家に語っていただいたうえで、

看護教育の分野で取り入れ始めた実例を紹介します。

看護教員とこの新しいツールとの

付き合い方を考えるきっかけになれば幸いです。

特集内のQRコード読み取りで、さまざまな参考映像がご覧いただけます。
なお、読み込みに時間を要する場合がありますが、ご了承ください。
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